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個人化のための許容範囲に関する研究
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頭部伝達関数 (HRTF: Head-Related Transfer Function) とは，音源から聴取者の鼓膜
までの音の伝達特性を表す関数である．HRTFを音信号に畳み込むことで聴取者に 3 次
元音像の呈示が可能となる．しかし，HRTFには一般に聴取者ごとの頭部，胴体，耳介の
影響を強く受けるため，HRTFを正しく模擬できなければ音像の誤った方向定位や，臨
場感の低下といった問題が生じる．従って，HRTFの実用化のためには聴取者に適合する
HRTFの提供，個人化方法が必要となる．
HRTFの個人化には，聴取者本人のHRTFを測定することが最善であるが，その測定
には大掛りな設備や多大な時間を要する．そのため，HRTFに含まれる音像定位の手掛
りを聴取者ごとに適合させる個人化方法の研究が進められている．HRTFの音像定位の
手掛りとして，左右方向には両耳間時間差 (ITD: Interaural Time Difference)と両耳間強
度差 (ILD: Interaural Level Difference)，上下・前後にはスペクトラルキューと呼ばれる
HRTF のスペクトル形状そのものが手掛りであると知られている．正中面における音像
の制御には，水平面に比べ ITDや ILDの情報がほとんど含まれないため困難とされてい
る．よって，HRTFの個人化にはスペクトラルキューの議論が必要となる．
Iidaらは，HRTF の振幅スペクトル中に存在するピークやノッチをその周波数の低いも
のからそれぞれ，P1, P2,…, および N1, N2,…, とし，P1, N1, N2 のみを用いることで正
中面の音像定位が可能であることを示した．この仮説は，聴取者の耳介の窪みを塞ぐこと
により，N1と N2が消え仰角知覚の精度が低下するという報告や，耳介内の共鳴がピー
クとノッチの成因に関係するという報告により補強されている．Iidaらの主張に基づき，
P1, N1, N2の個人化について萌芽的な研究が行われているが，P1, N1, N2の個人差が要
因となり解決には至っていない．一方で，特定の周波数帯域の平均が音像定位に重要であ
り，平均化したHRTFでも音像定位する という報告がある．本報告から，P1, N1, N2に
は多少変動しても音像定位するという許容範囲が存在すると考えられる．
本論文では，正中面におけるHRTFの個人化のために基礎資料を得ることを目的とし
て，正中面における音像定位の重要な手掛りである P1, N1, N2について，それぞれ多少
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変動しても音像定位できる許容範囲の検討を行う．そのために，HRTFデータベースを用
いた聴取実験により選択・分析することで許容範囲の検討を行った．結果，聴取者はいづ
れの仰角においてもN1の周波数が近いものを選択し，P1およびN2の周波数はばらつき
があるものを選択された．すなわち，許容範囲についてN1は狭く，P1およびN2は広い
ということがわかった．以上のことから，正中面におけるHRTFの個人化には，特にN1

を聴取者に適合させる必要があることが示唆された．
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